
  

 

  

 

   

  

 

 

 

 

 

 

  

「車座ふるさとトーク」とは、大臣、副大臣、政務官が日本各地に赴き、

現場の方々と少人数で車座の対話を行い、生の声をつぶさに聞いて 

政策に活かすものです。今回は東員町で 

 『人生の最終段階における医療・看取りに対する取り組み』 

をテーマに 

高木厚生労働副大臣のご出席のもと開催されました。 

「車座ふるさとトーク」メンバー 

加藤 君子 東員町住民（在宅看取り経験者  民生委員） 

杉山 香代子 いなべ市住民（在宅看取り経験者） 

岡田 昌彦 東員町住民（在宅医療・介護実践者家族  医師） 

出口 貴将 いなべ市住民（在宅看取り経験者  医療機関勤務） 

菅野 節子 東員町住民（在宅看取り経験者） 

大久保 美佳 いなべ市住民（家族介護実践者） 

廣田 久男 東員町住民（地域支えあい活動実践者 自治会長） 

門脇 よしゑ いなべ市住民（在宅看取り経験、介護実践者） 

川杉 美津江 東員町住民（ボランティア活動実践者） 

近藤 博文 いなべ市住民（ボランティア活動実践者） 

平山 将司 どんぐり診療所 院長 

守山 浩子 訪問看護ステーションのぞみ ステーション長 

福本 美津子 社会福祉法人モモ理事長・有限会社だいち取締役社長 

 

日時：平成３０年２月１０日（土）１４：３０～１６；００ 

場所：東員町役場 

◆ふるさとトークで出された意見◆ 

・退院後の医療機器をどうしていくのか 

・元気なときから最期をどのように迎えたいか 

まずは考え、伝えておくことが必要 

・隣近所との付き合いを濃密にしておくこと 

・専門職だけでなく、支える支援者が必要 

・住民と一体になって安心して過ごせる町をつくる 等 
厚生労働副大臣 高木美千代氏 


